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統計表の編成と基礎資料

この分野は、名古屋港と名古屋空港における貿易に関する統計表で編成されている。主にそれぞれ外国との貿易数量、金額及び主要輸出入品目、世界の地域別の輸出入に関する統計表からなる。基礎資料は、『名古屋市統計書』、『名古屋市統計年鑑』及び『愛知県統計書』のほか、『名古屋港統計年報』(名古屋港管理組合)、『名古屋税関五十年史』、『名古屋空港概要』(名古屋税関)、『大正昭和名古屋市史』などである。
なお、名古屋港、名古屋空港の船舶、航空機の運航状況や乗降客などは、｢5-3交通｣の分野に掲載した。
名古屋港の沿革

名古屋港は、｢宮の渡し｣などと呼ばれた熱田(宮)の浜をその前身とし、当時は東海道唯一の海路の渡船場として賑わった。しかし大型船が出入りできないなど港湾として発展せずに明治維新を迎えたが、工業の発展に伴い築港の気運が高まり、明治29年に築港工事が開始された。第一期熱田港築港工事は、3000トン級の船舶を標準に29年に着工され、43年に竣工、工事途中の40年には熱田港を名古屋港と改称して開港場の指定を受けた。さらに、港勢の急速な伸びとともに船舶も大型化したので、明治43年から6000トン級船舶を標準とする。第二期工事、そして大正9年から1万トン級を標準とする第三期工事が始まった。昭和2年には、陸上設備など港湾施設全般にわたる第四期工事が開始され、7年には中川運河が完成した。その後、輸出入貨物の増加に対応するため26年稲永ふ頭、36年稲永第二ふ頭の建設が、また、十三号地ふ頭も38年より埋立工事がはじまり公募により40年5月に｢金城ふ頭｣と命名された。さらに、コンテナ輸送時代を迎えこれに対応するために同ふ頭は一部設計変更され、また、対岸の西4区にも特許会社方式によるコンテナふ頭が整備された。また56年には、中央、東ふ頭を一体化した新ふ頭が建設され、公募により55年7月に｢ガーデンふ頭｣と命名された。この新ふ頭には59年7月にポートビルが完成し、60年8月には南極観測船｢ふじ｣が係留され、さらに水族館の建設計画など親しまれる港づくりが進められている。
名古屋空港の沿革

名古屋空港は、名古屋市、小牧市、春日井市、西春日井郡豊山町の3市1町にまたがり、旧陸軍が2年近くをかけ昭和19年2月に完成した小牧飛行場をその前身とする。終戦とともに米軍に接収されその管理下におかれたが、27年3月に日本航空が東京～名古屋～大阪の定期路線を開設し、続いて日ペリ航空(現全日本空輸)も同路線を開設し民間空港としての幕開けを迎えた。昭和31年に滑走路延長のため新たに約95万㎡の用地を買収し、32年9月には全国で2番目の空港ターミナルビルが建設され、現在の空港の原形が作られた。33年9月に米軍より返還された後、35年4月｢名古屋空港｣と改称され同年5月使用開始の告示が出され新生名古屋空港がスタートした。また41年には名古屋～台北～香港の国際定期路線が開設され、42年4月にはタ一ミナルビル国際線部門が完成し、国際空港として発展していった。さらに利用客の増大により60年3月に国内線専用ターミナルビルが完成し、また年間旅客100万人に対応可能とするため国際線ターミナルビルも改修され、国際線専用面積が従前の2．2倍と拡張された。昭和63年5月1日現在の国際定期路線、便数は9路線で週57便となっているが、年々増加する利用客のため中部新国際空港の早期実現が求められている。
統計表利用上の注意

統計表のうち、主に単位が｢トン｣のものは、名古屋港管理組合、｢金額｣のものは、名古屋税関のデータである。また、名古屋港管理組合の統計において外国貨物とは、名古屋港より直接外国の港と取り引きのあった出入貨物をいい、内地の港湾で積み換えて外国へ輸送されるもの、国内の港を経由して外国から輸送されてきたものは内国貨物とされる。一方、税関統計においては、通関手続をとった貨物は手続をした港の外国貨物とされる。
したがって、例えば名古屋税関名古屋空港出張所で通関手続をした貨物は、その後他の空港から輸出されたとしても名古屋空港の外国貨物とされている(船舶貨物の場合も同じ)。
